
 

  



 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有限会社セイコーボード 

 

 今では一般的になっていますが、コンピューターでデジタル化したデザインを印刷機で作

成するサイン（看板）事業を、まだほとんど実用化されていない時に立ち上ち上げました。

先駆者利益と言いますか、その時からお客様に信頼をいただき順調に推移しています。 

また、ある塗料メーカーと共同でガラス用の光触媒 

塗料と UV 遮断用塗料を開発しました。光触媒塗料を 

塗ったガラスやシェードは有機系のホコリは分解され、 

無機系の砂ぼこりは雨などで流れ落ちます。 

UV 遮断用塗料は、紫外線とともに熱も遮断します。 

  

 

 

今までも今後も、“時代を読み信念をもって新しいこと

に挑戦する！”がモットーです。 

みんなが良いと思っている時には、すでに終わってい

る。みんなが否定している時に始める。もちろん当たるか

外れるかわからないけれどもそれが私の信念です。 

＜ 連絡先 ＞ 

(有)セイコーボード 

所在地  大牟田市大字草木 146-7 

T E L  0944-56-4159 

F A X  0944-59-0968 

 E-mail    kokuban@seikobord.jp 

 

 

実は黒板は消耗品で寿命はおよそ７年。表面が削れたりチョークのつきが悪くなったりするため、板の張替が必要に

なるのです。大きいものは長さ８メートルもあり、張替工事で発生する廃棄板が産業廃棄物扱いとなり、張替工事の経

費とともに処分費の負担もコスト増加の要因でした。黒板が木製から鉄シート張りに変化して行った事はご存じでしょう。 

セイコーボードは黒板の土台となる板と鉄シートの間に磁石の膜を張り付け、消耗した表面の鉄シートだけを取り換

えるリサイクル方式を考案し実用新案を取ったのです。しかも全国の同業者に横展開し、今では黒板づくりの主流にな

りました。そして経費は従来の３０％と大幅な削減となりました。これを最初に採用したのが大牟田市の米生中学校

で、当時、NHK の TV 番組でも取り上げられました。しかし、黒板だけでは将来性が見込めません。現在、同社では

様々な新規事業を展開し、黒板部門の売り上げは、全体の３０％程度となっています。後段に、これら新事業も紹介し

ますのでお楽しみに！ 

 

 

 

 

 

 

黒板づくりは、職人の世界で先代が修業を積んだのが始まりで、昭和３４年に「精巧黒

板製作所」を立ち上げました。先代は生粋の職人で地域の多くの固定客に恵まれていま

した。平成５年に私が二代目として跡を継いで２０年になりますが、ちょうど代替わり

の頃にホワイトボードが主流になろうとしていました。ホワイトボードはホーロー仕上

げで寿命は半永久的です。全てがホワイトボードに置き換わるのかと心配をしましたが、

幸い一番の需要先である学校関係には採用されませんでした。その理由は消耗品である

ホワイトボードマーカーの経費が予想以上に大きかったのです。チョーク１本約３円に

対しマーカーは約１００円、しかも一講座で１本使うことも当たり前でした。しかし学

校数の減少には抗しきれません。時代の先を読んだ新規事業を次々に立ち上げて今日に

至っています。 

リサイクルのために運び込まれた黒板。 

夏休みには工場一杯に溢れます。 

 

 

代表取締役  

大仁田 拡光 氏 

 

オッと！黒板は生きていた！ 

会社の歴史を教えてください 

取り組まれた新規事業はどのようなものですか？ 

“黒板”といえば学校の代名詞。学生の減少で統合が進む学校に影響され黒板の需

要も年々低下し、現在では最盛期の 20％まで落ち込んでいます。黒板製造業工場も

淘汰され全国に４０社程度とのこと。しかし、この黒板製造の衰退に少しでもブレー

キを掛けようと大幅なコスト削減ができる新たな製造法を考案したのが、今回紹介す

る「(有)セイコーボード」です。 

 

衰退する黒板製造業界に新風を吹き込んだ大牟田のメーカー

きていた！ 

 窓ガラスの外側に光触媒、内側に UV 遮断塗装した窓ガラスは汚れにくく、 

紫外線遮断と断熱効果を持ち好評を得ています。（取材の時に UV 遮断効果と 

断熱効果の実験をしてもらいました。これを見せるとお客様は一発で納得されるそうです。） 

  

 今後の抱負を！ 

Part 1 



 

 

 

 

 

メガネレンズが大牟田から世界へ！           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         
 

植物由来の原料で出来た 
超軽量サングラス ドロップボールテスト 

レンズの強度試験 

 当社のプラスチックレンズは、2７0 を超える特許に裏打ちされた、オンリーワンのレンズ 

です。汎用プラスチック材料はアリルカーボネート製等ですが、当社は世界初のチオウレタン 

技術で製造したもので、薄くて軽く、クリアな視界、割れにくく安全で優れた加工性、染色性 

を有する理想的な素材です。        

 

「大牟田から世界へ 大牟田から未来へ」 
 

100 年を超える歴史を持つ有機合成技術を

フル活用して、特徴あるメガネレンズ材料を生

産、広く世界へ提供し、これまでの世界トップ

シェアをさらに拡大させ、当社の発展はもとよ

り、大牟田を、そして日本を、より元気にして

いきたいと考えております。 

 

 

＜ 連絡先 ＞  

三井化学㈱大牟田工場 

所 在 地 大牟田市浅牟田町 30 番地 

敷地面積  267 万㎡ 
（ヤフオクドーム約４０個分） 

従 業 員  約 700 名 
（協力会社社員等を含めると約 1,400 名） 

T E L  0944-51-8111 

F A X  0944-51-8128 

U R L 
http://jp.mitsuichem.com/corporate/ 

group/domestic_06_01.htm 

 

三池炭鉱を基盤とした石炭化学が三井化学の発祥であることは

ご存じの通りです。１９６０年代に石油化学へ転換する訳ですが、

この時期に石炭化学で蓄積してきた｢有機合成技術｣を基礎として、

ウレタン材料の生産技術を開発し新規分野に進出しました。その一

つがメガネレンズ材料でレンズメーカーからの高屈折率化の要望

を受け、開発をスタートしました。 

開発は難航を極めましたが、当社の保有するウレタン技術に着目 

し、ウレタン樹脂に硫黄を導入したチオウレタン樹脂を基に、お客様であるレンズメーカーとの密接なコワークに

より世界初となるメガネレンズ用のチオウレタン樹脂 MR-6™を開発することに成功。その後も次々と高屈折率の材

料を開発することにより、メガネレンズ材料のトップメーカーとなりました。 

  

 

 

 

 

ファイン製造部長  

吉谷 敏 氏 

三井化学株式会社 大牟田工場 

【特性】 

・薄くて軽い    

・クリアな視界 

・割れにくく安全 

・易加工性 

・染色可能  

  

高屈折率プラス

ティックメガネ

レンズ 

 今年で操業 103 年目を迎えた大牟田最大手の事業所・三井化学㈱大牟田工場でメ

ガネレンズの原料が作られており、その世界シェアがナンバーワンであることを知っ

ていましたか？ 

メガネレンズの材料はガラスからプラスチックに変化してきました。世界中のメー

カーがより屈折率の高いメガネレンズ材料の開発に凌ぎを削りました。なぜなら屈折

率が高くなるほど、薄くて軽いレンズを作ることができるからです。 

 海外で開発された当初の屈折率は 1.5 程度でした。三井化学が最初に開発した材料は、これを凌ぐ 1.6 で、今日で

は世界トップクラスの 1.74 を製品化しています。さらに 1.8 を目指しさらなる研究が進められています。 

 

メガネレンズ開発の経緯は？ 

プラスチックレンズの現状 
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当社グループは、世界のレンズメーカーと戦略的連携を取って、

「目の健康をケアするレンズ」「植物由来の原料による高屈折率

レンズ」「太陽光で色の変化するフォトクロミックレンズ」「反

射光のぎらつきを軽減する偏光レンズ」等々、メガネに望まれ

る各種機能を持ったレンズ材料を開発し、お客様の快適な生活

をサポートしています。 

「ＭＲＴＭが拓く機能性レンズの時代」を合言葉に、世界の先端

を行く技術をさらに究めていきます。        

今後の抱負を！ 

http://jp.mitsuichem.com/corporate/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大正町･本町･中島町周辺で大家業や飲食店を展開中の(株)カンカングループが、周

辺地域の活性化と環境整備を目指した新会社「大牟田ビンテージのまち(株)」を平成

26 年 5 月に立ち上げました。 

現在流行の DIY（ドゥ・イット・ユアセルフ）の考えで、専門業者に依頼せ

ずに自らの力で生活空間を快適にしようと活動されています。新会社立ち上げ

の前に、NPO グリーンバードの大牟田チームを結成し、その都度フェイスブ

ックやホームページでメンバーを募集し、街のゴミ拾い活動から始められまし

た。２６年度は３６回延べ４２８名が活動に参加しました。 

この活動の延長から、空き部屋を居住希望者とともに自分たちの手でリノベ

ーションすることで、快適な居住空間を提供されています。ちなみに写真は、 

築４０年のアパートの和室を若者向けへ！この改造は２カ月間で５回ほどメンバーが集まって、解体、床張り、天井･

壁塗りを行って完成しました。 

今回の元気企業は、大牟田で“ビフォー・アフター”に取り組む「大牟田ビンテージのまち㈱」です。 

 

 

右の図が基本的なビジネスの構成です。弊社は家主さんから最初家

賃（右図）で空部屋を借り受けます。リノベーション代を加味したリ

ノベ後家賃を設定しますが、DIY や地域活性化活動グリーンバードへ

の参加などで、最終的な家賃が決定されます。活動メンバーみんなで

改装した部屋に住み、自らも地域活性化のための活動に参加して行く

事で、まちづくりを推進していく仕組みです。 

また、福岡―大牟田の西鉄沿線の中堅都市にある古いビルの活用を

研究する NPO 団体「福岡ビルストック研究会」があり、その一員と

して活動を開始しました。  

現在各都市から１４の研究グループ、約１２０名が参加し、講演会

等から活動を始めています。これらを通じてこれからもまちづくりに

関与して行きたいと考えています。 

 

 

 多くの情報を発信してご紹介した仕組みを推進

し、若者が集うまちづくりを目指したいと考えてい

ます。自分たちの住む街は自分たちの手で、をモッ

トーに、様々なアイデアで「一隅を照らす」活動を

継続します。多くの方々のご賛同とご参加をお待ち

しております。 

 

 
＜ 連絡先 ＞ 

大牟田ビンテージのまち(株) 

所在地  大牟田市本町１-5-１７ 
第３カンカンビル 

T E L  0944-57-6556 

Ｆ AX  0944-57-6555 

 

 

 

大牟田にかかわらず地方都市では空き家が大きな問題になっています。大牟田全

体は無理でも、せめて当社の営業地域だけでも若者が集りやすい環境を作りたいと

思いました。数多くの飲食ビル、雑居ビルがありますが空室率が高いのです。 

この入居率を上げるためには、魅力的な住空間と低廉な家賃を達成する必要があ

ります。そこで DIY です。大工作業も必要ですが、大半は環境ボランティアの感

覚で参加者を募り、古びた空き部屋をリフォームするのです。 

さらに家賃を安くする必殺技として、入居者に月に二回ほどこの作業に参加して

もらう事で家賃を値引きする制度を設けています。従来の単なる飲食ビル・雑居ビ

ルから食住接近のコミュニティービルのまちづくりを目指しています。 

 

 

 

大牟田ビンテージのまち株式会社 

ビフォー 

アフター 

ﾜｲﾜｲｶﾞﾔｶﾞﾔ改装中♪ 

取締役副社長 冨山 博史 氏 
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今後の抱負を！ 

会社創立の動機は？ 

ビフォー・アフター in 大牟田！てい

た！ 

ビジネスの仕組みは？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山本商店グループ 

   

土木用重機といえば世界の小松製作所ですが、ダム･水路･道路等の建設に伴う小断面トンネル掘削のニッチな工事

に特化した、独特の土木用重機を製作している会社が大牟田にあります。 

土木用重機に関しては、トンネル専門会社三井造船アイムコ社（三井造船

とアイムコの合弁で設立）が使用する輸入機械のメンテナンスの九州地区

特約店となったことが契機となりました。さらにゼネコンが実施した山陽

新幹線工事に昼夜を問わず対応し、やがてゼネコンへのトンネル工事用機

械のリースを開始するようになりました。その後、冒頭にご紹介した小断面

トンネルに特化した独自の機械を開発し現在に至っています。 

ここ数年でマシニングセンタ、大型 NC 旋盤、最新型の５面加工機を導

入し、また設立 60 周年を機して大型横型中グリ機を導入する計画で、加 

工機械の近代化を進め、従来は対応できなかった大物や納期短縮等への対応などを積極的に取り進めているところです。 

モットーである明朗活発を旨に、社是と

している「和気・共同・進取」の精神で社

員一同の結束と協力を得て、経営方針であ

る「国際・国家・地域・会社を含む社会に

貢献する」という目的を達成するために、

継続的な会社経営を続けて行きたいと考え

ています。 

＜ 連絡先 ＞ 

山本商店グループ 

株式会社 山本商店 ／大牟田市西宮浦町 11 番 25 

TEL 0944-56-1100 FAX 0944-51-9432 

株式会社山本製作所 ／荒尾市高浜字前 1825-51 

TEL 0968-68-1618 FAX 0968-68-6842 

株式会社 港工作所 ／大牟田市西宮浦町１１番 25 

TEL 0944-52-7603 FAX 0944-56-5507 

山本商店は、昭和１２年に三池炭鉱関連の機械工具納入商店として事業を開始

しました。炭鉱ではベルトコンベアを多用しますが、そのコンベアの台とキャリヤ

ーローラーの製作工場として昭和３２年に山本製作所を創立しました。また、昭和

３６年には削岩機のロッドの曲り直し・ビッドの再生工場として港工作所を創立。

山本グループを作り、その後、港工作所は精密部品製作、山本製作所は製缶・プラ

ント製作工場として現在に至っています。 

山本製作所のコンベアローラーは、坑内機械として水と粉塵にさらされる厳し

い環境で、極端に短かったローラーの寿命を改善し特許を取得しました。耐水・耐

塵性に優れた主流製品となり、鉱山が閉山した後は自社製のベルトコンベア製造

を開始しました。これは高性能のコンベアとして、外洋船の甲板にコンベアを装備

するチップ船でローラー内部の海水腐食を防ぐために一時採用されていました。 

さらに閉山を機に２基の門型マシニングセンタを導入し、ベルトコンベアに新たな機能を加味するというコンセプ

トで種々のプラント製作に取り組み、独自の土木用重機も生まれたという訳です。幸い敷地も広く製作・組立・試運

転と一貫した工程で実施できる強みを持っていると考えています。 

代表取締役社長 

 山本 伸一 氏 
 

５面加工門型マシニングセンタ 
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 削岩機の騒音をなくして穴を掘り進むカットナー(特許取得)、吹付用

生コン６トンタンクを装備し吹付現場まで直接運ぶねりクローくん 

（特許取得）、そしてトンネル内部に生コンを吹き付けるふくローくん、

いずれも山本商店グループの山本製作所が独自に考案した小断面トン

ネル工事用の専用重機です。 

吹付用生コンは施工時の搬送パイプ内の残存ロスが大きな問題でし

たが、ねりクローくんの開発でこの問題が解消し工事関係者から大変喜

ばれています。 

会社の歴史は？ 

事業の変遷と現況 

土木用重機を作っているのは小松製作所だけではありません！てい

た！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

      オギハラ食品(株)と言えば三池高菜漬の老舗ですが、今年で操業 100 年を迎えます。同社の

ロングランヒット商品である「三池ごまたかな」は、日経ポスデーターランキングの高菜部門で

日本トップシェアを取り続けています。さらにオギハラ食品では日本人の味覚調査を行い、日本

人の味覚が甘辛商品を志向していることから、業界初めての甘辛味の高菜漬「極みからし高菜」

を平成２７年に販売開始し好評を得ています。 

また、現在３０社程が参入しているヒット商品の「からし明太子高菜」は 30 年

程前に、同社が先駆けて製造しました。時代が早かったためか販売不振で止めてい

ましたが、オギハラ食品として再販売するにはインパクトのあるものが必要との思

いで、高菜の刻みサイズや明太子の配合等を研究しました。 

食品含有物は量の多い順に記されるのですが、高菜の次に明太子と記されている

のはオギハラ食品だけです。自信をもって「からし明太子高菜」を上市しています。 

 高菜漬が、和食のいわゆる「香の物」として広く支持されていることは、当社の「からし明太子高菜」が全日空国

際便の機内食として、ある期間採用された事でもわかります。この本来のご飯のお供としての需要をさらに開拓して

いく事も重要ですが、新たに料理素材としての高菜漬の用途開発に取り組むことも重要だと考えています。 

 過去には大牟田市の助成を受け、福岡大学薬学部と協同研究を行い、高菜の中に人の身体に有用な機能成分が含ま

れている事は確認できました。健康食材としての可能性を含めた、パン、クッキー等への添加材料としての試作では、

良好な風味が得られるなど好評でした。 

高菜漬を野菜素材としてとらえ、「ヘルシー」に注目した素材としての高菜漬の開発により、パスタ、チャーハン、

ピザ等の食文化の世界で、高菜漬が今よりもっと注目されるように研究・開発を行いたいと思います。 

             

漬物市場は年々ダウントレンドですが、乳酸発酵した

高菜漬は、その独特な風味でご飯のお供だけではなく、

和洋中さまざまな料理素材として活躍できる汎用性の

高い食品です。 

まだまだ提案次第では拡がる可能性を秘めています。

当社は今年創業１００年を迎えます。この大牟田の伝統

食“高菜漬”をこれからの１００年に向けて進化させて

いくことが当社の使命であると考えています。           

 
＜ 連絡先 ＞ 

  オギハラ食品㈱ 

所在地 大牟田市浜田町２０-７ 

  T E L 0944-52-3003 

  F A X  0944-51-3003 
E-mail   hiroyuki.ogihara@ogihara- 

            foods.co.jp 

   

     

              1916 年（大正５年）、曾祖父が八代産の大根を「たくわん漬」にしてリヤカーで行 

商し始めたのを創業としています。 

昭和４０年代に、二代目が「高菜漬」に取り組み、加工品として油いためを東京築地

市場で販売開始しました。昭和５０年代になり、それまでの漬物樽から原形の姿で販売

する樽売りから、刻んで袋に小分けする方法を取り入れ、さらに刻み高菜にゴマを配合

した「ごまたかな」を開発し食品スーパーのダイエー（当時）に納め関東で評判となり、

当社の看板製品となりました。また二代目は、農産物としての三池高菜の将来の減産を

見据え、海外栽培に取り組みました。台湾の農家と協力し、三池高菜の種で現地の 

環境に則した高菜作りに成功しました。今日では中国の浙江省、四川省の農家とタイアップし原料高菜の安定供給に

努めています。国内産に比べ中国の高菜は発酵臭が少なくクセが無い等の特徴があり、製品に応じた原料で５０種ほ

どの製品を作っています。現在、「元祖三池ごまたかな」「高菜直火釜炒め」「極みからし高菜」「からし明太子高菜・

２種」「ラーメン高菜」のメイン６種を筆頭に品揃えをしております。 

  

オギハラ食品株式会社 

 

今後の抱負を！ 
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2 
日本トップシェアを取り続ける創業１００年の老舗！

た！ 

会社の歴史は？ 

高菜漬けの将来性について？ 

常務取締役 

 荻原 浩幸 氏 
 

mailto:hiroyuki.ogihara@ogihara-

